










５ 

 

【来賓挨拶】  

 

厚生労働省社会･援護局障害保健福祉部障害福祉課障害児･発達障害者支援室 

障害児支援専門官 鈴木 久也 氏 

 

 

 

 皆様こんにちは。厚生労働省 障害児支援専門官の鈴木と申します。 

 令和４年度 第65回 全国肢体不自由特別支援学校PTA連合会及び校長会合同研究大会北海道大会の開催に

あたり、一言お祝いの言葉を申し上げます。 

 始めに、この度の豪雨により、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。また、現下の新型コロナ

ウィルス感染症への対策を講じつつ、肢体不自由のあるお子さんの生活を日々支えておられるご家族の皆

様、また、常に関わってらっしゃる各関係者の皆様に心から敬意を表します。 

 さて、日頃からお子様たちの思いを受けとめ、愛情込めて支えておられるご家族の皆様、特別支援学校

や地域において支援に携わっている関係者の皆様のご尽力に対し心から敬意を表します。 

 本大会が学校・家庭・地域が一体となって、特別支援教育の諸課題等の実践研究を進めるとともに、誰

もが自分らしく共に生きる社会づくりを目指して行われますことは、大変有意義であり、今大会が実り多

い大会になりますことを心からご期待申し上げます。 

 厚生労働省としましては、障がいのある方々とご家族を支援するため、近年様々な施策の充実に取り組

んで参りました。本年６月には、皆様もご存じかと思いますけれども、子ども家庭庁の設置法案とともに、

児童福祉法の一部改正する法律が成立いたしました。今回の改正では、児童発達支援センターが地域にお

ける障害児支援の中核的な役割を担うことを明確化すること。また、障害児入所施設からの移行調整の責

任主体を、都道府県及び指定都市として明確化しています。関係者との協議の場を設け、総合的な調整な

どを行うことが盛り込まれております。引き続き皆様のご意見を十分にお伺いしながら、一つ一つの課題

に真摯に向き合い、障害福祉施策の確実な進展に取り組んで参りたいと考えております。引き続き皆様の

ご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 最後になりましたが、今大会開催のために先程空岡会長からもお話しがありました通り、本当にこの準

備にご苦労されたことと思いますが、企画から運営までご尽力いただきました北海道大会実行委員長を始

め、実行委員会の皆様、全国肢体不自由学校PTA連合会及び校長会の関係者の皆様に厚く敬意を表します

とともに、本日ご参加の皆様のご健勝を祈念致しまして、お祝いの言葉とさせていただきます。 

 本日は誠におめでとうございます。 

 

 




































































